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こ
の
小
論
の
対
象
は
藤
原
定
家
の
価
値
観
の
変
遷
及
び
和
歌
の
作
風
を
言
葉
の
用
法
の
面
よ
り
辿
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
に
到
る
ま
え
に
、
簡
単
な
伝
記
、
文
学
史
上
の
業

績
等
陀
つ
い
て
若
干
ふ
れ
た
い
。

藤
原
定
家
は
応
保
二
年
（
一
一
六
二
年
）
に
俊
成
四
十
九
才
の
時
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
年
）
八
十
才
で
残
し
た
。
彼
の
生
き
た
時

代
は
国
史
上
の
分
類
で
は
鎌
倉
初
期
に
あ
た
る
。

定
家
の
父
、
俊
成
は
永
久
二
年
に
生
ま
れ
A新
古
今
和
歌
集
V
撰
進
の
前
年
元
久
元
年
に
九
十
一
才
で
残
し
た
。
生
涯
に
於
て
達
し
得
た
最
高
位
は
正
三
位

皇
太
后
宮
大
夫
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
藤
原
道
長
よ
り
数
え
て
五
代
目
に
あ
た
る
。
歌
人
と
し
て
はA千
戴
和
歌
集
V
の
撰
者
と
し
て
今
日
迄
知
ら
れ
て
居
り
、

当
時
の
歌
壇
で
多
く
の
尊
敬
を
集
め
て
い
た
。
俊
成
の
時
代
の
歌
壇
は
清
輔
等
の
六
条
家
と
俊
成
の
御
子
左
家
と
の
抗
争
が
激
し
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
永
万
二
年
（
定
家
六
才
〉
に
行
な
わ
れ
た
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
に
は
俊
成
が
判
者
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
重
家
は
清
輔
の
弟
で
あ
る
。
安
元
二
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年
（
定
家
十
五
才
）
に
右
大
臣
家
歌
合
（
九
条
兼
実
）
が
行
な
わ
れ
た
。
歌
合
の
判
者
は
清
輔
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
歌
合
の
聞
が
両
家
の
権
成
の
移
行
期
と

見
て
よ
い
。
こ
の
翌
年
に
清
輔
は
残
し
た
。
乙
の
後
も
六
条
家
と
御
子
左
家
と
の
間
に
抗
争
は
な
お
続
く
が
、
歌
壇
の
中
心
は
俊
成
に
移
っ
た
。
な
お
、
俊
成

が
九
条
家
に
親
し
く
出
入
し
た
の
は
、
清
輔
の
残
後
で
あ
る
。

定
家
の
母
は
若
狭
守
藤
原
親
忠
の
女
で
あ
る
。
美
福
門
院
の
女
房
で
あ
り
、
加
賀
と
呼
ば
れ
た
。
最
初
大
原
三
寂
の
一
人
、
為
隆
に
嫁
し
、
康
治
元
年
隆
信

を
得
て
い
る
。
為
隆
は
翌
年
出
家
し
て
い
る
。
親
忠
女
が
俊
成
と
再
婚
し
た
年
は
不
明
で
あ
る
。
残
年
は
建
久
四
年
で
あ
り
、
約
七
十
才
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

定
家
の
兄
弟
で
名
前
が
判
明
し
て
居
る
者
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
同
腹
の
兄
弟
姉
妹
の
中
に
は

A健
寿
御
前
日
記
V
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
八

条
院
中
納
言
も
い
る
。

定
家
の
妻
で
確
実
な
者
は
二
人
い
る
。
季
能
女
と
実
宗
女
で
あ
る
。
後
に
家
を
継
い
だ
為
家
は
実
宗
女
と
の
聞
に
生
れ
た
。

俊
成
に
始
ま
り
、
定
家
、
為
家
と
続
い
た
歌
の
家
は
四
代
目
に
於
て
、
為
氏
（
二
条
家
）
、
為
教
（
京
極
家
）
、
為
相
（
冷
泉
家
）
の
三
家
に
分
立
し
、
様
様

の
抗
争
を
繰
り
返
し
な
が
ら
室
町
時
代
に
到
っ
た
。
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定
家
は
幼
名
を
光
季
と
云
っ
た
。
仁
安
一
五
年
（
定
家
五
才
）
に
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
名
を
季
光
と
改
め
た
。
定
家
と
な
っ
た
の
は
翌
年
、
紀
伊
守
に
任

じ
ら
れ
た
折
で
あ
る
。
定
家
が
生
涯
に
於
て
達
し
得
た
最
高
位
は
権
中
納
言
で
あ
る
＠
貞
永
元
年
、
七
十
一
才
の
時
で
あ
る
。
定
家
の
家
系
は
俊
成
を
除
き
、

代
代
大
納
言
、
中
納
言
の
家
柄
で
あ
る
．
。
定
家
も
家
系
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
が
、
と
の
地
位
に
達
す
る
ま
で
、
特
に
四
十
台
の
終
り
ま
で
は
長
い
期
聞
に
わ

た
り
、
低
い
地
位
に
甘
ん
じ
た
。
乙
の
点
定
家
の
子
、
為
家
が
三
十
九
才
で
権
中
納
言
、
そ
し
て
更
に
は
権
大
納
言
と
な
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

定
家
は
十
四
才
で
侍
従
と
な
っ
た
。
十
四
年
後
、
文
治
元
年
に
左
権
少
将
、
そ
れ
か
ら
十
二
年
後
、
四
十
一
才
の
建
仁
二
年
に
左
権
中
将
、
内
蔵
頭
と
な
っ

た
の
が
更
に
八
年
後
の
四
十
九
才
の
承
元
四
年
で
あ
る
。
こ
の
昇
進
の
遅
か
っ
た
前
半
生
に
於
て
は
、
他
方
経
済
生
活
も
恵
ま
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
健
康

も
そ
こ
ね
て
い
る
。
乙
れ
ら
不
遇
の
生
活
を
定
家
は
細
か
く
日
記
に
書
き
残
し
て
い
る
。

後
半
生
の
定
家
は
、
社
会
的
地
位
の
面
に
於
て
は
か
な
り
恵
ま
れ
て
い
た
。
建
暦
元
年
、
五
十
才
の
折
に
従
三
位
と
な
り
侍
従
に
再
任
さ
れ
て
い
る
。
三
年

後
、
五
十
三
才
で
参
議
と
な
り
、
更
に
伊
藤
権
守
、
治
部
卿
、
民
部
卿
、
播
磨
権
守
、
等
を
へ
て
、
六
十
一
才
で
従
二
位
、
五
年
後
に
正
二
位
と
な
っ
て
い



る
。
権
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
貞
永
元
年
正
月
、
七
十
一
才
の
折
で
あ
る
が
、
同
年
十
二
月
に
ほ
と
れ
を
辞
し
て
い
る
。
翌
年
天
福
元
年
に
出
家
し
た
。

法
名
を
明
静
と
い
う
。

な
お
定
家
は
宮
中
に
出
仕
す
る
他
に
、
若
年
の
頃
は
九
条
家
に
家
司
と
し
て
仕
え
て
い
る
。
九
条
家
は
定
家
の
和
歌
の
発
展
の
上
で
も
重
要
な
背
景
で
あ

る
。
定
家
の
社
会
的
面
で
援
助
者
と
し
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
の
は
、
晩
年
に
於
け
る
西
国
寺
家
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
す
る
立
場
の
者
、
敵
対
者
に
は

中
年
の
頃
の
久
我
源
氏
が
あ
る
。

さ
き
に
述
べ
た
如
く
定
家
の
生
き
た
時
代
は
国
史
の
分
類
で
の
鎌
倉
時
代
初
期
、
或
る
い
わ
前
期
で
あ
る
。
定
家
の
残
年
、
仁
治
二
年
は
泰
時
が
執
権
の
頃

で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
乙
の
時
代
は
、
武
士
が
そ
の
社
会
的
権
力
を
政
治
制
度
と
し
て
定
着
し
た
時
代
で
あ
る
。
定
家
十
九
才
の
治
承
四
年
に
諸
国
の
源

氏
が
挙
兵
し
、
二
十
四
才
の
文
治
元
年
に
平
家
は
滅
亡
し
て
い
る
。
乙
の
一
連
の
事
件
は
定
家
の
生
涯
に
於
け
る
第
一
の
社
会
的
な
出
来
事
で
あ
る
。
彼
の
日

記
で
あ
る
A明
月
記
V
治
承
四
年
九
月
の
条
に
、

世
上
乱
逆
追
討
難
満
耳
不
注
之

紅
旗
征
戎
非
吾
事
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と
あ
る
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

定
家
三
十
八
才
の
折
に
頼
朝
は
他
界
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
貴
族
の
手
に
武
士
よ
り
権
力
を
奪
回
す
る
動
き
が
あ
り
、
そ
の
結
果
が
定
家
六
十
才
の
承
久
三

年
の
変
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
衆
知
の
知
く
京
都
側
の
敗
北
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
定
家
生
涯
の
第
二
の
社
会
的
出
来
事
で
あ
る
。

乙
の
他
に
社
会
的
な
動
き
と
し
て
は
久
我
源
氏
の
拾
頭
、
或
は
実
朝
一
の
暗
殺
な
ど
あ
る
。

宗
教
上
の
変
革
と
し
て
は
、
念
仏
宗
の
流
行
、
及
び
禅
宗
が
支
持
者
を
増
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

定
家
の
文
芸
上
の
業
跡
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
量
の
上
で
も
群
を
抜
い
て
多
い
。
和
歌
、
歌
論
、
撰
歌
、
歌
合
判
詞
、
古
典
の
校
勘
等
が
あ
る
。

ま
た

A松
浦
宮
物
語
V
も
定
家
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
文
芸
作
品
と
は
云
え
な
い
が
治
承
四
年
十
九
才
か
ら
嘉
禎
元
年
七
十
六
才
ま
で
の
五
十
余
年
聞
に

わ
た
り
書
き
記
さ
れ
た
日
記
A明
月
記
V
が
あ
る
。



定
家
の
家
集
を
A拾
遺
愚
草
V
と
い
う
。
上
中
下
の
三
巻
及
び
員
外
の
計
四
巻
よ
り
成
っ
て
い
る
。
そ
の
成
立
は
上
巻
の
奥
書
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ぷ、

拾

遺
愚
草
V
に
先
立
ち
百
番
の
自
歌
合
が
為
さ
れ
た
、
そ
れ
が
編
纂
の
直
接
の
動
機
で
あ
る
、
詠
作
を
始
め
た

A初
学
百
首
V
の
頃
、
拾
遺
の
官
（
侍
従
の
唐
名
）

に
居
り
、
家
集
を
編
纂
の
時
、
ま
た
そ
の
官
に
再
任
さ
れ
て
い
る
、
乙
れ
が
書
名
の
由
来
で
あ
る
、
と
と
の
よ
う
に
－
記
さ
れ
て
い
る
。
年
代
は
建
保
四
年
三
月

十
八
日
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
家
集
に
は
と
れ
以
後
の
歌
も
多
い
。
故
に
建
保
四
年
は
一
応
の
構
想
の
整
っ
た
年
と
見
ら
れ
る
。
本
書
は
冷
泉
家
に
自
筆
本
が

伝
わ
っ
て
お
り
、
乙
の
自
筆
本
を
基
と
し
て
、
冷
泉
為
臣
氏
が
自
筆
遺
草
、A明
月
記
V
、
撰
集
、
諸
家
集
、
歌
合
等
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
詠
作
、
及
び
伝
定

家
卿
詠
歌
〈
未
来
記
、
雨
中
吟
等
）
を
増
補
し
刊
行
さ
れ
た

A藤
原
定
家
全
歌
集
V
に
は
四
五
七
一
首
の
歌
が
あ
る
。
と
の
う
ち
伝
定
家
卿
詠
歌
は
五
二
八
首

で
あ
る
。
信
ん
ず
べ
き
は
四
O
四
三
首
と
な
る
。
乙
の
他
に
近
年
刊
行
さ
れ
た

A未
刊
中
世
歌
合
集
V

（
谷
山
茂
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
編
）
に
五
首
従
来
未
収
録

の
歌
が
あ
る
故
、
詠
歌
の
総
数
は
四O
四
八
首
と
な
る
。

歌
論
も
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
定
家
作
と
し
て
疑
わ
し
い
書
物
も
相
当
量
あ
る
。
A近
代
秀
歌
V
A詠
歌
大
概
V
A毎
月
抄
V
の
三
巻
は
信
頼
出
来
る
。
特
に

定
家
の
撰
し
た
勅
撰
集
は
二
集
あ
る
o
A新
古
今
和
歌
集
V
と

A新
勅
撰
和
歌
集
V
で
あ
る
。
前
者
は
源
通
具
、
藤
原
有
家
、
藤
原
家
隆
、藤
原
雅
経
、
寂
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A近
代
秀
歌
V
は
自
筆
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

蓮
、
定
家
の
計
六
人
で
撰
し
た
。
後
者
は
定
家
の
単
独
撰
で
あ
る
。
勅
撰
集
の
他
の
大
部
な
撰
歌
と
し
て
は
二
四
代
集
が
あ
る
。
乙
の
他
に
も
撰
歌
は
数
多

い
。
多
少
の
疑
問
も
残
さ
れ
て
い
る
がA小
倉
百
人
一
首
V
な
ど
も
定
家
の
撰
で
あ
る
。

註
－2 

定
家
の
家
系
K
関
し
て
石
田
吉
貞
氏
の
《
藤
原
定
家
の
研
究
v
k
最
も
く
わ
し
い
。
多
く
参
照
し
た
。

経
済
、
健
康
に
関
し
て
も
石
田
氏
の
著
書
は
詳
細
で
あ
る
。
多
く
参
照
し
た
。

《
未
刊
中
世
歌
合
集V
校
者
谷
山
茂
、
樋
口
芳
麻
邑
ハ
古
典
文
庫
区
。E
3

3 
歌
を
詠
ず
る
と
と
の
価
値
即
ち
行
為
の
価
値
と
、
詠
ず
る
に
価
す
る
も
の
、
詠
ず
る
内
容
の
価
値
と
は
異
な
る
。
価
値
の
問
題
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
他
に

詠
作
に
よ
っ
て
得
る
も
の
の
価
値
も
あ
る
。
そ
れ
は
作
品
そ
れ
自
身
、
及
び
作
品
の
社
会
に
於
け
る
評
価
に
対
応
し
て
得
ら
れ
る
も
の
、
例
え
ば
名
声
、
地
位
、



富
な
ど
が
あ
る
。
泳
作
の
技
法
も
作
品
の
内
容
の
価
値
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
価
値
の
問
題
に
含
め
て
考
え
た
い
。
こ
れ
ら
各
様
の
価
値
が
魂
に
よ
り
統
一

さ
れ
作
品
と
し
て
完
成
し
我
々
の
前
に
提
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
価
値
の
統
一
以
前
、
完
成
さ
れ
る
以
前
に
於
て
は
、
行
為
の
価
値
、
行
為
の
価
値
を
委
ね
る

行
為
の
対
象
の
価
値
、
技
法
、
行
為
に
よ
り
得
る
も
の
（
作
品
で
は
な
く
、
よ
り
物
質
的
な
利
得
）
の
価
値
を
分
離
し
て
考
え
る
。
定
家
の
和
歌
創
作
の
生
涯
を

観
察
す
る
と
、
作
品
に
於
け
る
価
値
の
統
一
の
さ
れ
方
が
一
様
で
は
な
く
、
そ
の
多
様
な
段
階
を
通
じ
て
こ
の
よ
う
な
命
題
に
達
す
る
。
そ
し
て
定
家
の
価
値

観
の
変
遷
が
歌
風
の
変
遷
と
年
代
の
上
で
近
接
し
て
い
る
。
即
ち
、
ω
建
久
初
期
迄
の
時
期
、
ω
建
久
中
期
よ
り
元
久
、
承
元
頃
迄
の
時
期
、
間
建
暦
以
降
、

M
u
u
t
A
 

の
三
期
で
あ
る
。
強
い
て
区
分
点
の
明
確
さ
を
期
す
る
な
ら

A六
百
番
歌
合
V
と

A新
古
今
和
歌
集
V
の
二
つ
の
文
壇
上
の
出
来
事
を
以
っ
て
区
切
ら
れ
るσ

区
分
は
そ
れ
自
体
に
は
価
値
は
な
い
。
区
分
の
対
象
を
文
芸
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
区
分
は
我
々
の
感
受
性
乃
至
は
認
識
を
樫
理
す
る
乙
と
を
目
的
と
す

る
。
区
分
、
整
理
、
分
類
等
は
我
々
が
他
者
に
む
か
い
語
り
か
け
た
時
に
意
義
を
生
ず
る
。
そ
の
価
値
は
目
的
論
的
な
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

七
十
才
を
過
ぎ
る
迄
詠
作
を
続
け
た
定
家
の
歌
人
と
し
て
の
出
発
点
は
、
作
品
に
残
さ
れ
て
い
る
限
り
に
於
て
は
、
定
家
十
七
才
治
承
二
年
の
八
賀
茂
別
雷-40-

社
歌
合
〉
で
あ
る
。
俊
成
の
家
集
A
長
秋
詠
藻
V
も
そ
の
年
に
成
立
し
た
。
六
条
家
の
清
輔
が
残
し
た
の
は
そ
の
前
年
で
あ
る
。

養
和
一
五
年
（
二
十
才
）
に
定
家
は
最
初
の
百
首
歌
八
初
学
百
首
V
を
、
そ
し
て
、
翌
年
八
堀
河
百
首
〉
を
詠
出
し
て
い
る
。
八
堀
河
百
首
〉
は
家
集
の
員
外

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
乙
に

今
見
之
一
首
無
可
採
用

と
あ
り
乙
の
序
文
は
更
に
つ
づ
け
て
八
堀
河
百
首
〉
を
見
て
父
母
は
感
涙
を
落
し
、
隆
信
、
寂
蓮
等
は
賞
翫
の
詞
を
吐
い
た
が
今
は
赫
面
の
思
い
で
あ
る
、
と

も
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
註
の
如
く
に
書
き
加
え
て
、

但
件
人
望
僅
＝
一
四
年
欺

と
あ
る
。
ま
た
文
治
建
久
の
頃
は
（
文
治
元
年
定
家
二
十
四
才
、
建
久
九
年
定
家
三
十
七
才
）『
新
儀
非
拠
達
磨
歌
』
と
云
わ
れ
た
、
正
治
建
仁
の
頃
は
（
正

治
元
年
定
家
三
十
八
才
、
建
仁
三
年
定
家
四
十
四
才
）
主
上
の
勅
愛
を
受
け
、
そ
し
て
家
跡
を
継
ぐ
乙
と
が
出
来
た
と
あ
る
。



和
歌
に
於
け
る
定
家
の
生
涯
に
、
何
等
か
の
形
で
影
響
を
与
え
て
い
た
人
々
に
は
、
例
え
ば
、
隆
信
、
寂
運
、
家
隆
の
如
き
親
属
が
い
る
。
ま
た
九
条
家
の

慈
円
、
良
経
、
或
は
西
行
の
如
き
理
解
者
も
あ
る
。
し
か
し
、
定
家
の
関
心
は
俊
成
、
後
鳥
羽
院
の
二
者
に
強
く
向
い
て
い
る
。
乙
の
二
者
は
、
定
家
が
自
分

自
身
を
判
断
す
る
場
合
そ
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
俊
成
は
定
家
の
歌
人
と
し
て
の
出
発
点
に
影
響
を
与
え
、
し
か
も
終
生
念
じ
た
家
跡
を
継
ぐ
意
識
の
母
胎

と
な
っ
て
い
る
。
後
鳥
羽
院
は
中
年
の
定
家
に
と
っ
て
家
跡
を
継
ぎ
得
た
か
否
か
の
基
準
で
あ
る
。
院
は
最
初
定
家
の
理
解
者
で
あ
る
が
、
後
年
は
か
な
り
厳

し
い
批
判
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

A後
鳥
羽
院
御
口
伝
V
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
後
鳥
羽
院
、
俊
成
を
定
家
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
っ
て
い
た
か
は
二
十
才

台
の
自
己
を
回
顧
し
て
晩
年
に
記
し
た
八
堀
河
百
首V
の
序
文
に
よ
っ
て
も
判
明
す
る
。

八
初
学
百
首
V
八
堀
河
百
首
V
以
後
の
定
家
は
二
十
才
台
を
習
作
と
も
い
う
べ
き
泳
作
に
費
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
頂
点
は
文
治
五
年
よ
り
建
久
二
年
（
三

十
才
）
ま
で
の
三
年
間
で
あ
る
。

乙
の
十
年
間
の
定
家
の
詠
作
の
目
的
は
、
表
現
の
技
法
を
身
に
つ
け
る
乙
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
百
首
歌
等
の
連
作
の
題
の
と
り
方
、
構
想
、
詠
作
に
費
し

た
期
日
な
ど
か
ら
判
断
さ
れ
る
。
例
え
ば
八
堀
河
百
首
〉
の
如
く
多
様
な
題
を
詠
み
わ
け
る
技
法
、
反
対
に
八
花
月
百
首

V
の
如
く
僅
か
二
題
で
百
首
を
詠
む

技
法
、
或
る
い
は
速
吟
の
修
練
等
で
あ
る
。
そ
し
て
と
れ
ら
技
法
の
修
練
を
通
じ
て
定
家
は
詠
作
に
価
す
る
対
象
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
但
し
、
詠
ず
る

内
容
は
不
定
で
あ
っ
た
。
詠
作
に
積
極
的
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
行
為
の
価
値
に
は
無
反
省
で
あ
り
、
詠
作
に
よ
っ
て
得
た
も
の
は
作
品
以
外
に
は
な
に
も
な
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い
。
地
位
、
名
声
、
富
す
べ
て
な
い
。

建
久
二
年
の
詠
作
に
は
家
集
の
員
外
に
加
．
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
員
外
の
成
立
は
正
篇
三
巻
以
後
で
あ
る
。
そ
の
目
次
の
と
こ
ろ
に
、
家
集
に
は
一

首
も
入
れ
な
い
が
、
両
首
は
撰
り
入
れ
る
歌
が
あ
る
の
で
書
し
た
、
と
あ
る
。
家
跡
を
継
ぐ
に
到
り
何
等
か
の
形
式
で
歌
の
典
型
を
伝
え
る
、
と
の
意
図
で
正

篇
三
巻
の
家
集
が
編
ま
れ
た
と
し
た
な
ら
、
員
外
一
巻
は
後
世
の
歌
人
に
習
作
の
過
程
を
示
す
為
に
編
ま
れ
た
書
物
で
あ
ろ
う
。
百
首
百
題
の
典
型
八
堀
河
百

首
V
、
難
題
百
首
と
さ
え
い
わ
れ
る
八
藤
川
百
首
〉
、
速
吟
の
大
作
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
乙
と
が
こ
れ
の
証
と
な
る
。

建
久
初
期
に
到
る
ま
で
の
約
十
年
間
、
そ
の
う
ち
の
前
半
が
父
俊
成
の
直
接
の
影
響
下
に
あ
っ
た
乙
と
は
、
先
哲
に
よ
り
指
適
さ
れ
て
い
る
。
後
半
、
即
ち

文
治
の
頃
よ
り
は
、
俊
成
の
影
響
下
よ
り
脱
し
て
、
後
年
の
独
特
の
歌
風
の
基
礎
を
堅
め
て
い
る
。
定
家
自
身
も
述
懐
し
て
い
る
如
く
に
、
乙
の
期
は
詠
作
が

良
経
（
七
才
年
少
）
、
或
は

「
達
磨
歌
」
と
難
ぜ
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
彼
の
理
解
者
も
身
近
か
な
人
々
、
隆
信
（
二
十
才
年
長
）
、
家
隆
（
十
四
才
年
長
）
、



最
晩
年
の
西
行
（
四
十
四
才
年
長
）
に
限
ら
れ
て
い
た
。
特
に
西
行
は
自
歌
合
で
あ
る
八
宮
川
歌
合
〉
の
判
を
定
家
に
行
な
わ
せ
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
理
解

が
深
く
、
定
家
に
と
っ
て
も
心
強
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
乙
の
頃
の
定
家
の
歌
に
例
え
ば
次
の
よ
う
な
の
が
あ
る
。

み
渡
せ
ば
花
も
も
み
ぢ
も
な
か
り
け
り
浦
の
苦
屋
の
秋
の
夕
ぐ
れ
（
二
見
浦
百
首
・
二
十
五
才
）

そ
し
て
乙
の
約
十
年
の
歌
壇
の
動
き
と
し
て
、

A千
載
和
歌
集
V
の
成
立
、
西
行
の
他
界
等
が
あ
る
。
社
会
的
出
来
事
と
し
て
の
平
家
滅
亡
も
と
の
期
間
内

の
乙
と
で
あ
る
。

建
久
の
中
期
以
後
は
定
家
が
徐
々
に
一
般
に
認
め
ら
れ
て
来
た
時
期
で
あ
る
。
作
風
の
上
か
ら
は
八
六
百
番
歌
合
〉
に
於
け
る
歌
風
の
展
開
が
注
目
さ
れ

る
。
ま
た
、
定
家
身
辺
の
出
来
事
と
し
て
は
、
定
家
の
母
の
他
界
が
あ
る
。
乙
れ
は
定
家
の
歌
と
現
実
の
感
情
と
が
結
び
つ
く
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時
、

俊
成
と
と
り
交
し
た
歌
に

た
ま
ゆ
ら
の
露
も
涙
も
と
ど
ま
ら
ず
な
き
人
乙
ふ
る
宿
の
秋
風
（
建
久
四
年
）
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と
い
う
の
が
あ
る
。

建
久
四
年
（
定
家
三
十
二
才
）
の
八
六
百
番
歌
合
〉
は
文
治
よ
り
建
久
初
期
に
か
け
て
の
定
家
の
修
練
の
結
実
で
あ
る
。
和
歌
史
上
に
於
て
は
、
十
数
年
後

に
撰
進
さ
れ
た
八
新
古
今
和
歌
集
〉
成
立
の
第
一
段
階
で
あ
る
。
八
新
古
今
和
歌
集
〉
に
撰
入
さ
れ
た
歌
も
多
い
。
左
大
将
九
条
良
経
邸
で
行
な
わ
れ
、
判
者

は
俊
成
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
の
定
家
は
多
少
認
め
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
親
し
く
出
入
し
て
い
る
九
条
家
、
或
は
そ
の
周
辺
に
於
て
に
す
ぎ
な
い
。
定
家
が
念
じ
て
い

た
で
あ
ろ
う
よ
う
に
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
八
六
百
番
歌
合
〉
以
降
の
約
十
年
間
に
最
も
優
れ
た
歌
が
幾
っ
か
創
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
頂
点
は

建
久
九
年
（
定
家
三
十
七
才
）
の
八
仁
和
寺
五
十
首
〉
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

春
の
夜
の
夢
の
う
き
は
し
と
だ
え
し
て
峯
に
わ
か
る
る
横
雲
の
そ
ら

正
治
二
年
（
三
十
九
才
）
は
歌
人
と
し
て
の
定
家
の
社
会
的
面
に
於
け
る
画
期
的
な
年
で
あ
る
。
乙
の
頃
よ
り
後
鳥
羽
院
を
中
心
と
す
る
歌
壇
の
動
き
が
活

溌
と
な
り
、
定
家
も
そ
の
歌
壇
の
中
に
加
え
ら
れ
た
年
で
あ
る
。
ま
ず
八
月
に
は
〈
院
御
百
首
〉
の
作
者
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
乙
れ
は
後
鳥
羽
院
が
当
時
の



歌
人
の
第
一
人
者
二
十
三
名
に
百
首
歌
を
詠
進
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
定
家
が
作
者
と
な
る
に
つ
い
て
は
源
通
親
等
の
妨
害
も
あ
っ
た
が
、
俊
成
の
奔
走
に
よ

り
員
数
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
。
定
家
の
詠
進
し
た
歌
は
院
の
御
感
を
得
、
翌
日
定
家
に
内
昇
殿
を
許
す
旨
の
勅
旨
が
あ
っ
た
。

為
道
面
目
幽
玄
、
為
後
代
美
談
也

と
日
記
に
喜
び
を
書
し
て
い
る
。

こ
の
八
院
御
百
首
〉
を
境
と
し
て
、
定
家
の
詠
作
の
場
は
九
条
家
よ
り
院
を
中
心
と
す
る
歌
壇
に
移
っ
た
。
正
治
二
年
九
月
に
は
八
仙
洞
十
人
歌
合
〉
の
作

者
と
な
り
、
翌
年
二
月
に
は
八
老
若
五
十
首
歌
合
〉
の
作
者
と
な
っ
て
い
る
。
後
年
家
集
の
員
外
に
先
述
の
如
く
、

及
正
治
建
仁
蒙
天
満
天
神
之
冥
助
応
聖
主
聖
朝
之
勅
愛

と
記
し
た
の
は
乙
の
聞
の
事
情
を
指
し
て
い
る
。

建
久
四
年
の
八
六
百
番
歌
合
〉
を
八
新
古
今
和
歌
集
〉
へ
の
第
一
段
階
と
す
る
な
ら
、
正
治
二
年
の
八
院
御
百
首
〉
に
始
ま
る
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
動
き
、
翌

建
仁
元
年
の
八
千
五
百
番
歌
合
〉
、
和
歌
所
の
設
置
等
は
第
二
段
階
で
あ
る
。
勿
論
定
家
は
八
千
五
百
番
歌
合
〉
の
作
者
と
な
っ
て
居
り
、
和
歌
所
の
寄
人
と

も
な
っ
て
い
る
。
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八
新
古
今
和
歌
集
〉
撰
進
の
院
宜
が
前
記
和
歌
所
寄
人
の
中
よ
り
定
家
な
ど
の
六
人
の
撰
者
に
下
さ
れ
た
の
は
建
仁
元
年
の
十
一
月
で
あ
る
。
そ
し
て
撰
者

に
よ
る
歌
集
が
成
立
し
た
の
は
四
年
後
の
元
久
二
年
（
定
家
四
十
四
才
）
で
あ
る
。
八
新
古
今
和
歌
集
〉
は
そ
の
後
も
後
鳥
羽
院
に
よ
り
切
継
が
れ
、
歌
の
出

入
が
行
な
わ
れ
た
。
現
今
の
体
裁
を
得
た
の
は
そ
れ
よ
り
更
に
五
年
後
の
承
元
四
年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
院
に
よ
る
八
新
古
今
和
歌
集
〉
の
切
継
は
後
年

二
者
の
聞
を
離
反
さ
せ
る
因
と
な
っ
た
。

歌
に
理
解
が
深
か
っ
た
と
は
い
え
院
に
と
っ
て
歌
道
は
定
家
に
於
け
る
歌
道
ほ
ど
の
比
重
は
な
い
。
生
活
の
ご
く
一
部
で
あ
り
、
専
ら
力
を
注
が
れ
た
と
乙

ろ
は
後
に
具
体
化
し
た
政
治
的
な
面
、
失
な
わ
れ
た
皇
族
、
貴
族
の
権
力
を
武
士
の
子
よ
り
取
戻
す
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
歌
に
対
す
る
趣
向
、
判
断
、
例
え
ば

歌
の
心
に
於
け
る
見
解
も
定
家
と
異
な
っ
て
い
る
。
社
会
的
地
位
に
到
つ
て
は
雲
泥
の
差
で
あ
る
。
全
て
の
面
に
於
て
異
質
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
院
と
定
家
の

離
反
は
当
然
の
成
行
と
も
云
え
る
。

と
も
か
く
家
跡
を
継
ぐ
乙
と
、
俊
成
の
後
継
者
と
な
る
ζ
と
を
歌
道
修
練
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
た
定
家
に
と
っ
て
、
正
治
建
仁
期
に
、
最
高
権
威
者
で



あ
る
院
の
勅
愛
を
得
た
こ
と
は
そ
心
当
時
非
常
な
満
足
で
あ
ゥ
た
に
ち
が
い
な
い
か
俊
成
の
後
継
者
と
な
り
得
た
乙
と
の
証
し
を
後
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
得
た
と

定
家
は
考
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
も
し
定
家
の
生
涯
を
歌
人
と
し
て
の
社
会
的
立
場
か
ら
区
分
す
る
な
ら
、
八
院
御
百
首
〉
の
頃
を
以
て
分
つ
の
が
至
当
で
あ

る
。
即
ち
九
条
家
な
ど
の
貴
族
歌
壇
で
詠
作
し
た
時
期
、
院
或
い
は
内
裏
な
ど
の
歌
壇
で
詠
作
し
た
時
期
の
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
が
、
作
風
の
上
か
ら
乙
の

二
期
は
そ
れ
程
の
相
違
は
な
い
。
詠
作
の
状
況
の
異
り
は
和
歌
の
上
に
反
映
し
て
い
る
が
、
八
六
百
番
歌
合
〉
以
後
の
建
久
期
の
歌
と
正
治
建
仁
期
の
歌
の
異

な
り
は
、
建
久
期
と
文
治
期
、
或
は
正
治
建
仁
期
と
建
保
期
程
の
差
と
な
っ
て
い
な
い
。

院
と
定
家
は
異
質
の
歌
人
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
れ
な
ら
何
故
に
院
は
正
治
期
の
定
家
を
院
歌
壇
に
受
け
入
れ
た
の
か
。
一
つ
に
は
俊
成
の
力
も
あ
ろ
う
。

院
は
俊
成
を
厚
遇
し
て
お
ら
れ
る
。
建
仁
三
年
の
俊
成
の
九
十
賀
が
院
の
思
召
に
よ
っ
た
乙
と
な
ど
そ
の
一
例
で
あ
る
？
ま
た
定
家
が
〈
院
御
百
首
〉
に
加
え

ら
れ
た
の
が
俊
成
の
推
挙
に
よ
る
と
と
か
ら
も
類
推
さ
れ
る
。
が
、
そ
れ
ら
の
事
実
は
院
と
定
家
の
関
係
の
全
て
を
明
ら
か
に
は
し
な
い
。
何
故
な
ら
〈
後
烏

羽
院
御
口
伝
〉
の
記
述
は
、
定
家
に
つ
い
て
最
も
詳
細
で
あ
る
。
他
の
歌
人
に
対
す
る
院
の
批
判
は
歌
人
と
し
て
或
は
社
会
人
と
し
て
一
段
高
い
点
よ
り
為
さ

れ
て
い
る
が
、
定
家
に
関
し
て
は
強
い
て
高
い
立
場
で
あ
る
乙
と
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
は
院
の
関
心
が
定
家
に
注
が
れ
て
い
た
こ
と
を
証-44-

す
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
院
の
歌
壇
と
そ
れ
迄
の
歌
壇
、
例
え
ば
九
条
家
の
歌
壇
と
は
そ
の
構
成
の
さ
れ
方
が
異
な
る
。
九
条
家
の
歌
壇
は
、
良
経
、
慈
円
、
俊

成
、
定
家
、
家
隆
、
寂
蓮
な
ど
同
一
の
流
派
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
有
家
、
顕
照
な
ど
は
異
流
派
で
あ
る
乙
と
を
自
他
と
も
に
意
識
し
て
参
加
し
て
い
る
。

そ
乙
に
は
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
如
き
明
確
な
中
心
は
な
い
。
歌
の
指
導
者
は
俊
成
で
あ
ろ
う
し
、
対
人
関
係
の
中
心
は
良
経
で
あ
ろ
う
し
、
歌
風
の
上
で
は
俊
成

影
響
下
の
複
数
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
全
て
を
統
一
す
る
人
は
不
在
で
あ
る
。
他
方
、
院
の
歌
壇
に
於
て
、
乙
れ
ら
が
全
て
逆
と
な
っ
て
い
る
。
和
歌
所
の
寄
人

る の
構
成
も
院
の
趣
向
が
反
映
し
て
い
て
も
、
寄
人
と
い
う
立
場
に
於
て
は
正
統
も
異
端
も
な
く
対
等
で
あ
る
。
そ
し
て
中
心
は
院
に
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
て
い

一
般
貴
族
歌
壇
が
各
家
の
私
的
立
場
を
反
映
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
院
歌
壇
は
院
と
い
う
名
の
下
に
成
立
し
て
る
が
故
に
公
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ら

は
、
例
え
ば
八
六
百
香
歌
合
〉
が
俊
成
の
単
独
判
で
あ
る
の
に
対
し
、
毘
大
で
あ
る
と
は
云
え
八
千
五
百
番
歌
合
〉
が
十
人
の
分
担
に
よ
る
判
で
あ
る
乙
と
、

判
者
が
各
派
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
時
の
方
向
で
は
あ
る
が
、
歌
合
に
衆
議
判
の
傾
向
が
見
え
る
乙
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。

乙
の
よ
う
な
総
合
的
歌
壇
の
一
員
と
し
て
定
家
は
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
中
心
は
院
で
あ
る
。
し
か
し
定
家
はA新
古
今
和
歌
集
V
成
立
ま
で
は
他
の
歌
人
に

比
し
重
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
地
位
が
高
く
自
責
心
の
強
い
院
の
も
て
な
し
方
と
、
同
様
に
自
尊
心
は
高
い
が
微
官
の
定
家
の
も
て
な
さ
れ
方
、
院
か
ら
の
処



遇
の
受
け
と
り
方
に
行
き
違
い
が
あ
っ
た
。
院
の
定
家
に
対
す
る
評
価
と
、
院
歌
壇
に
於
け
る
定
家
の
自
己
評
価
が
食
違
っ
て
い
た
。
院
の
も
て
な
し
方
は
厚

か
っ
た
が
、
そ
れ
は
歌
壇
の
重
要
な
一
員
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
家
跡
を
継
ぐ
と
と
を
念
じ
て
い
た
定
家
に
と
っ
て
、
院
の
厚
遇
は
そ
の
ま
ま
、
二
十
年

余
に
わ
た
り
俊
成
が
維
持
し
て
い
た
指
導
的
立
場
へ
の
幻
想
を
い
だ
か
せ
た
、
少
な
く
と
も
そ
れ
へ
の
直
接
の
足
が
か
り
と
受
け
と
れ
た
。
だ
が
、
事
実
を
識

っ
た
の
は

A新
古
今
和
歌
集
V
の
切
継
の
折
で
あ
り
、
自
分
の
見
込
違
い
を
知
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
が

切
継
為
事

於
身
無
一
分
面
白

の
如
き

A明
日
記
V
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
〈
掘
河
百
首
〉
に
後
年
書
し
た

僅
継
家
跡
猶
携
此
道
事

の
如
き
、
建
保
年
間
以
後
の
歌
人
と
し
て
の
定
家
の
立
場
と
し
て
は
意
外
な
程
ひ
か
え
目
の
述
懐
と
も
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
乙
の
期
の
定
家
は
歌
を
詠
ず
る
行
為
の
価
値
或
る
い
わ
理
由
に
何
の
疑
問
も
持
っ
て
は
お
ら
ず
（
但
し
、乙
れ
は
元
久
迄
の
時
期
に
於
て
で

第
一
期
よ
り
は
得
て
い
る
が
、
定
家
が
望
む
点
、
家
跡
を
継
ぎ
得
た
か
否
か
に
関
し
て
は
不
充
分
で
あ
る
。A新
古
今
和
歌
集
V
の
切
継
の
事
実
を
定
家
は
そ
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あ
る
）
ま
た
、
詠
ず
べ
き
内
容
も
見
定
め
て
お
り
、
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
技
法
も
得
て
い
た
。
詠
作
に
よ
っ
て
得
る
作
品
以
外
の
も
の
、
目
的
論
的
価
値
は
、

の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
乙
の
点
に
関
し
て
は
第
一
期
と
結
果
的
に
同
質
で
あ
る
。
以
上
の
事
に
よ
り
乙
の
期
は
次
の
点
に
於
て
第
一
期
と
区
別
さ
れ
る
。

ω
詠
ず
べ
き
内
容
を
得
て
い
た
こ
と
、
ω
詠
ず
る
に
必
要
な
技
法
を
有
し
て
い
た
乙
と
、
以
上
の
二
点
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
乙
の
期
は
和
歌
を
中
心
に
見
た
場

合
、
第
一
期
よ
り
の
文
学
的
な
発
展
と
考
え
て
よ
い
。A近

代
秀
歌
V
が
あ
る
。
定
家
の
著
と
し
て
は
最
も
信
ん
ず
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た
現
在
伝
わ
る
彼
の

歌
論
の
中
で
最
初
の
作
で
あ
る
。
承
元
三
年
に
実
朝
に
献
じ
た
、
と
A束
鑑
V
に
あ
る
。
文
壇
の
動
き
と
し
て
は
す
で
に
記
し
た
事
柄
の
他
に
、
俊
成
の

A古

来
風
体
抄
V
の
成
立
が
あ
り
、
歌
壇
の
損
失
と
し
て
は
式
子
内
親
王
、
寂
蓮
、
俊
成
、
隆
信
、
良
経
が
残
し
て
い
る
。
政
治
的
に
は
頼
朝
の
他
界
、
久
我
源
氏

と
の
期
の
定
家
の
業
積
に
含
め
ら
れ
る
も
の
に

の
拾
頭
、
そ
し
て
久
我
源
氏
の
当
主
、
通
親
の
死
が
あ
る
。

定
家
五
十
才
の
年
は
建
暦
元
年
で
あ
る
。
乙
の
建
暦
元
年
に
到
る
数
年
間
は
詠
作
に
之
し
い
年
で
あ
る
。
正
確
に
云
え
ば
現
存
す
る
作
品
が
少
な
い
。
が
、



建
保
承
久
年
間
（
五
十
二
才t
六
十
才
）
に
は
か
な
り
の
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。
就
中
、
三
年
、
六
年
に
は
二
百
首
以
上
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
承
久
三
年

以
後
（
六
十
才
以
後
）
の
十
年
間
は
著
る
し
く
詠
歌
が
少
な
い
。
そ
し
て
最
晩
年
の
貞
永
元
年
に
最
後
の
大
作
〈
関
白
左
大
臣
家
百
首
〉
を
残
し
て
い
る
。

建
保
承
久
年
間
は
順
徳
天
皇
の
代
で
あ
る
。
内
裏
に
於
て
数
多
く
の
歌
合
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
歌
壇
が
院
よ
り
内
裏
に
移
動
し
た
。
院
は
和
歌
よ
り
多
少

遠
ざ
か
り
、
俊
成
が
他
界
し
た
こ
の
頃
は
、
定
家
が
家
隆
と
並
び
歌
壇
の
指
導
的
立
場
に
立
っ
た
。
順
徳
天
皇
と
定
家
の
聞
は
、
後
鳥
羽
院
と
俊
成
の
聞
に
比

較
出
来
る
も
の
が
あ
る
。
が
、
後
鳥
羽
院
と
定
家
と
の
間
柄
は
遂
に
俊
成
と
の
そ
れ
の
如
く
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
定
家
は
内
裏
を
は
じ
め
、
各
家
各
社
の
歌
合

に
列
し
、
或
は
判
者
と
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
詠
作
に
対
し
意
欲
的
で
あ
っ
た
と
は
云
い
難
い
。
連
歌
を
愛
好
す
る
傾
向
が
強
く
、
行
為
の
方
向
が
、
「
学
ぷ
」

乙
と
よ
り
も
「
楽
し
む
」
こ
と
に
向
っ
て
い
る
。
詠
作
に
対
す
る
感
想
と
し
て
「
太
難
堪
」
と
い
う
語
句
、
或
は
そ
れ
に
近
い
語
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば

心
神
失
度

な
ど
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
期
の
定
家
は
歌
の
価
値
よ
り
も
、
詠
作
そ
れ
自
身
、
行
為
の
価
値
を
見
失
な
っ
て
い
た
。

如
此
数
寄

老
臣
太
難
堪

無
入
興
思
｜
｜
中
略
｜
｜
鶏
鳴
退
出

太
無
益
之
道
也
、
但
今
夜
始
終
無
片
雲
（
建
保
一
五
年
九
月
十
三
日
）

他
方
、
歌
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
、
詠
作
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
家
跡
を
継
ぎ
得
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
先
に
引
用
し
た
如
く
に
、
ひ
か
え
め
で
あ- 46 ー

る
が
自
認
し
て
い
る
。
更
に
、
俊
成
の
後
継
者
と
し
て
の
定
家
が
後
人
に
残
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
家
集
を
編
ん
だ
こ
と
は
、
こ
の
点
を
一
層
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
し
か
し
、
念
じ
て
い
た
こ
と
の
何
程
か
を
達
し
得
た
と
感
ず
る
こ
と
が
か
え
っ
て
次
の
行
為
に
対
す
る
価
値
を
見
失
な
う
因
と
も
な
っ
て
い
よ
う
。
大

き
な
目
標
を
達
成
し
得
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
挫
折
感
と
、
目
的
の
僅
か
を
達
し
得
た
乙
と
に
対
す
る
小
さ
な
安
堵
が
、
未
来
へ
の
飛
躍
を
放
棄
さ
せ
、
過
去
を

価
値
附
け
る
方
向
に
定
家
を
向
わ
せ
た
。
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
定
家
の
個
人
的
な
事
情
を
離
れ
彼
は
歌
の
価
値
は
充
分
究
め
て
い
る
。
周
囲
の
人
々
も
そ
う
考

え
た
。
知
名
人
に
献
ぜ
ら
れ
た
歌
論
、
撰
歌
集
の
多
く
が
、
「
無
益
之
道
」
と
い
う
語
句
と
は
反
対
に
乙
の
期
に
多
く
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
証
左
で
あ

る
。
し
か
も
そ
れ
が
十
体
論
の
如
く
に
、
内
容
的
に
巾
広
く
、
従
来
の
歌
論
よ
り
も
組
織
的
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
彼
の
感
受
性
が
知
的
に
整
理
さ
れ
て
い

る
と
と
、
観
念
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
歌
に
つ
い
て
云
え
ば
、
そ
の
頃
の
定
家
は
そ
れ
以
前
よ
り
も
な
お
確
実
な
技
法
を
駆
使
し
て
い
る
。

以
上
の
点
を
総
合
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。
歌
に
詠
ず
べ
き
内
容
は
熟
知
し
て
い
る
が
、
彼
の
実
作
或
る
い
わ
成
情
を
離
れ
た
地
点
に
於
て
で
あ
り
観
念
化

さ
れ
て
い
る
。
技
法
は
よ
り
着
実
な
も
の
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
前
代
よ
り
の
継
承
と
見
て
よ
い
。
技
法
が
確
実
な
も
の
に
見
え
る
の
は
、
感
情
の
動
揺
が
少

な
く
な
っ
た
が
為
で
あ
る
。
感
情
の
揺
め
き
と
ひ
き
か
え
に
得
た
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
ら
二
点
、
内
容
、
技
法
に
関
し
て
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
が
、
そ



れ
は
感
情
の
裏
付
け
が
あ
る
か
な
い
か
の
問
題
に
集
約
出
来
る
。
感
情
の
裏
付
け
の
有
無
の
問
題
と
関
連
す
る
が
、
価
値
観
が
明
確
な
対
比
を
持
っ
て
い
る
の

は
、
定
家
が
詠
作
そ
れ
自
体
の
意
義
、
行
為
の
価
値
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
乙
れ
は
先
の
建
保
元
年
のA明
月
記
V
の
記
述
を
一
例
と
し
て
お

く
。
乙
の
行
為
の
価
値
の
点
に
関
連
す
る
他
の
問
題
は
、
詠
作
の
目
的
論
的
価
値
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
定
家
が
念
じ
て
い
た
程
で
な
い
に
し
ろ
得
て

い
た
。
内
裏
歌
壇
で
の
定
家
の
位
置
、
家
集
の
成
立
は
多
少
は
そ
れ
の
証
し
と
な
る
。

建
保
承
久
期
の
詠
作
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

乙
ぬ
人
を
ま
つ
ほ
の
う
ら
の
ゆ
ふ
な
ぎ
に
ゃ
く
や
も
し
ほ
の
身
も
こ
が
れ
つ
つ
（
建
保
四
年
内
裏
歌
合
〉

承
久
迄
の
歌
壇
、
或
は
文
学
史
上
の
事
実
と
し
て
は
内
裏
歌
壇
の
動
き
の
他
に
、
八
方
丈
記
〉
八
金
塊
和
歌
集
〉
八
宇
治
拾
遺
物
語
〉
〈
愚
管
抄
〉
八
平
家

物
語
V
等
の
成
立
が
あ
る
。
他
方
、
長
明
、
有
家
、
実
朝
な
ど
を
失
な
っ
て
い
る
。
栄
西
も
こ
の
聞
に
他
界
し
て
い
る
。

承
久
の
変
以
後
の
定
家
は
最
晩
年
の
貞
永
の
頃
を
除
き
、
詠
歌
を
あ
ま
り
残
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
詠
作
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。
ま

因
で
あ
り
、

A新
古
今
和
歌
集
V
へ
の
道
程
を
切
開
い
た
多
く
の
歌
人
が
物
故
し
た
乙
と
が
第
二
の
原
因
で
あ
る
。
勿
論
、
貴
族
の
和
歌
へ
の
無
気
力
も
原
因
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た
外
的
な
理
由
と
し
て
、
詠
作
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
後
鳥
羽
院
等
和
歌
に
熱
心
で
あ
ら
れ
た
三
上
皇
が
還
幸
さ
れ
た
こ
と
が
第
一
の
原

と
な
っ
て
い
る
。
詠
作
へ
の
積
極
性
を
失
な
っ
て
い
て
も
、
定
家
は
和
歌
へ
の
関
心
を
失
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
建
保
承
久
期
の
延
長
と
し
て
歌
論
、
撰
歌

な
ど
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
古
典
の
校
合
、
写
経
な
ど
も
行
な
っ
て
い
る
。

貞
永
元
年
六
月
（
定
家
七
十
一
才
〉
の
折
に
後
堀
河
天
皇
よ
り
定
家
に
勅
撰
和
歌
集
撰
進
の
勅
命
が
下
っ
て
い
る
。
乙
れ
が
奉
覧
さ
れ
た
の
は
定
家
七
十
三

才
の
天
福
二
年
（
文
暦
元
年
）
で
あ
る
。
乙
れ
が
A新
勅
撰
和
歌
集
V
で
あ
る
。

A新
古
今
和
歌
集
V
に
比
し

A新
勅
撰
和
歌
集
V
の
歌
風
は
枯
淡
平
明
な
も
の
だ
。
乙
の
歌
風
は
後
に
二
条
家
の
歌
風
と
し
て
受
継
が
れ
た
。
A新
古
今
和

歌
集
V
と

A新
勅
撰
和
歌
集
V
の
著
る
し
い
異
な
り
に
つ
い
て
古
く
か
ら
各
様
の
説
が
あ
る
。
整
理
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。ω
定
家
の
歌
の
理
念
及
び
撰
歌

態
度
（
理
念
及
び
、
主
と
し
て
対
外
的
な
思
惑
を
加
味
し
た
態
度
）
に
変
化
が
あ
っ
た
と
す
る
説
。ω
定
家
の
理
念
、
態
度
の
変
化
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い

と
す
る
説
。
例
え
ば

A新
古
今
和
歌
集
V
を
後
鳥
羽
院
の
親
撰
と
見
な
し
、
二
つ
の
和
歌
集
を
院
と
定
家
の
理
念
の
異
な
り
で
あ
る
と
す
る
見
解
。ω
当
時
の

歌
壇
の
風
潮
の
，
変
化
、
或
は
歌
人
の
力
量
の
差
に
原
因
が
あ
る
と
す
る
説
。
其
他
、
多
少
の
含
み
の
異
な
り
を
持
つ
多
く
の
説
が
あ
る
。



文
芸
と
呼
ぶ
に
価
す
る
も
の
は
時
代
を
越
え
て
我
我
に
呼
び
か
け
て
く
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
既
製
の
命
題
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
A新
勅
撰
和
歌
集
V

は

A新
古
今
和
歌
集
V
に
比
し
劣
る
。
文
芸
価
値
に
之
し
い
。
そ
れ
の
原
因
の
大
部
分
は
歌
壇
的
な
事
情
に
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
八
六
百
番
歌
合
〉
か
ら
の
時

期
を

A新
古
今
和
歌
集
V
の
準
備
期
と
見
な
す
な
ら
、
そ
の
最
終
的
成
立
迄
に
は
十
八
年
を
要
し
て
い
る
。
他
方

A
和
勅
撰
和
歌
集
V
の
場
合
は
五
年
程
に
す

ぎ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
形
成
期
に
は
新
古
今
時
代
の
有
能
な
歌
人
は
、
定
家
、
家
隆
を
残
し
て
全
て
を
失
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
失
な
っ
た
歌
人
達
の
後
継

者
に
価
す
る
歌
人
達
は
輩
出
し
な
か
っ
た
。
新
人
と
旧
人
と
を
比
較
す
る
と
失
な
わ
れ
た
価
値
の
方
が
高
い
。
最
も
注
目
さ
れ
る
筈
の
実
朝
で
さ
え
す
で
に
他
界

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
悪
条
件
下
で
は
あ
る
が

A新
勅
撰
和
歌
集
V
は
よ
い
意
味
に
も
悪
い
意
味
に
も
当
時
の
歌
壇
を
説
明
す
る
勅
撰
集
で
あ
る
。
そ
れ
故

註
2

乙
の
場
合
も
『
定
家
は
時
代
と
と
も
に
生
き
る
歌
人
』
で
あ
る
と
の
評
価
が
適
切
と
な
る
。
ま
た
定
家
の
和
歌
、
歴
史
、
時
流
に
対
す
る
態
度
が
総
合
的
で
あ

る
と
い
う
の
も
妥
当
で
あ
る
。
が
、
結
呆
論
と
な
る
が
総
合
的
と
い
う
の
は
成
果
の
上
が
っ
た
場
合
で
あ
る
。
結
果
が
良
い
と
は
、
例
え
ば
十
体
論
の
如
き
場

合
を
い
う
。
対
象
に
対
し
強
く
働
き
か
け
る
主
体
を
持
ち
得
た
と
推
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
十
体
論
に
於
て
は
有
心
体
の
理
念
に
定
家
の
強
い
信
念
が
表
白

A新
勅
撰
和
歌
集
V
の
場
合
に
は
総
合
的
態
度
の
悪
い
面
が
表
れ
て
い
る
。
迎
合
的
或
い
は
妥
協
的
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
が
、
そ

の
よ
う
な
評
価
が
起
り
得
る
か
の
如
き
印
象
を
与
え
る
。
文
芸
は
時
代
精
神
を
汲
み
あ
げ
、
そ
れ
を
言
語
の
中
に
形
象
す
る
。
そ
の
面
で
恐
ら
くA新
勅
撰
和
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さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

歌
集
V
は
成
功
し
て
い
る
。
京
都
歌
壇
、
鎌
倉
歌
壇
と
を
比
較
し
て
、
集
中
の
和
歌
の
採
り
方
は
、A越
部
禅
尼
消
息
V
或
い
わ
後
世
の
書
物
で
あ
る
が
当
時

の
風
評
を
伝
え
た
と
思
え
る
A井
蛙
抄
V
等
の
記
述
が
妥
当
と
は
思
え
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
家
の
態
度
が
妥
協
的
、
迎
合
的
で
あ
る
か
の
印
象
を
与

え
が
ち
な
の
は
、

「
時
代
に
生
き
る
」
「
総
合
的
」
歌
人
と
し
て
の
定
家
の
行
為
の
成
呆
が
、
新
古
今
時
代
に
比
し
澗
渇
し
た
時
代
を
背
景
と
し
た
た
めA新

古
今
和
歌
集
V
と
く
ら
べ
あ
ま
り
に
惨
め
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

定
家
は
天
福
元
年
（
七
十
二
才
）
の
時
出
家
し
、
法
名
を
明
静
と
し
た
。
隠
岐
に
遷
幸
と
な
っ
て
居
ら
れ
た
後
鳥
羽
院
は
定
家
の
出
家
を
驚
か
れ
た
と
い
う
。

乙
の
時
期
に
は
若
干
の
詠
作
と
歌
合
の
判
が
あ
る
。
し
か
し
、
専
ら
古
典
の
書
写
校
合
、
写
経
に
日
時
を
費
し
て
い
た
。
長
く
続
い
た
日
記A明
日
記
V
も

七
十
四
才
の
年
を
以
て
終
っ
て
い
る
。

残
し
た
の
は
仁
治
二
年
八
十
才
の
時
で
あ
る
。
す
で
に
、
家
降
、
後
鳥
羽
院
、
秀
能
等
が
他
界
し
て
い
た
。



以
上
、
定
家
の
価
値
観
を
推
定
し
、
そ
れ
に
よ
る
区
分
の
素
描
を
試
み
た
。

第
一
期
（
六
百
番
歌
合
以
前
の
時
期
）

ω
詠
作
に
価
す
る
内
容
は
ま
だ
見
出
し
て
い
な
い
。

ω
詠
作
に
必
要
な
技
法
も
充
分
で
は
な
い
。

ω
詠
作
の
行
為
自
身
に
関
し
て
は
無
反
省
で
あ
る
。

ω
詠
作
に
よ
り
何
も
得
て
い
な
い
。
（
家
跡
を
継
ぎ
得
た
か
否
か
の
目
的
論
的
価
値
の
領
域
）

第
二
期
（
A六
百
番
歌
合
Vよ
り
現
今
の
体
裁
の
A新
古
今
和
歌
集
V成
立
迄
の
時
期
〉

ω
詠
作
に
価
す
る
内
容
を
見
出
し
た
。

（
作
風
が
安
定
し
て
来
た
）

ω
詠
作
に
必
要
な
技
法
も
得
た
。

ω
第
一
期
と
略
同
様
（
一
且
は
目
的
を
達
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
A新
古
今
和
歌
集
V
撰
進
以
後
の
失
意
は
第
一
期
と
同
様
）
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問
第
一
期
と
略
同
様
。

第
三
期
（
A新
古
今
和
歌
集
V切
継
完
了
以
後
）

ω
第
二
期
と
同
様
。

（
但
し
観
念
化
し
た
）

ω
第
二
期
と
同
様
。

（
但
し
感
情
の
裏
附
に
之
し
い
。
）

ω
詠
作
の
行
為
自
体
に
疑
問
を
持
っ
た
。

（
歌
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
詠
作
に
対
す
る
積
極
牲
に
之
し
い
）

ω
家
跡
を
継
ぎ
得
た
か
否
か
に
関
し
て
は
内
裏
歌
壇
に
於
て
僅
か
に
満
足
を
得
た
。
し
か
し
、一
且
失
意
の
時
期
を
経
た
定
家
に
と
っ
て
、
庶
幾
の
目
的

を
一
応
達
し
た
と
は
い
え
、
充
分
な
満
足
で
は
な
い
。

右
の
ω
ω
ω
仙
聞
の
価
値
の
領
域
は
、ω
ω
が
美
的
聞
が
倫
理
的
、

ω
が
目
的
論
的
で
あ
る
と
云
い
得
る
。

乙
れ
ら
三
期
区
分
が
定
家
の
歌
風
と
略
一
致
す
と
述
べ
た
。
定
家
の
歌
風
の
変
遷
の
印
象
を
述
べ
れ
ば
彼
の
長
い
歌
歴
に
於
て
他
と
異
な
る
一
期
が
あ
る
。



歌
題
や
部
類
を
念
頭
に
置
か
ず
に
読
む
時
、
そ
の
歌
が
如
何
な
る
部
類
の
歌
か
区
別
し
難
い
、
そ
の
よ
う
な
歌
を
多
く
詠
ん
だ
時
期
が
あ
る
。
恋
、
述
懐
の
歌

と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
で
も
季
の
歌
の
如
く
に
受
け
と
れ
る
歌
が
あ
る
。
季
の
歌
と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
っ
て
も
、
恋
、
述
懐
の
如
く
印
象
附
け
ら
れ
る
歌
が

あ
る
。
そ
の
様
な
歌
が
集
中
的
に
現
れ
る
の
は
A六
百
番
歌
合
V
以
後
で
あ
り
、

A新
古
今
和
歌
集
V
成
立
の
頃
迄
で
あ
る
。
何
故
に
そ
の
期
の
歌
が
他
と
区

別
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
を
定
家
自
身
の
内
外
の
事
情
を
一
旦
離
脱
し
た
点
に
於
て
作
品
を
扱
い
、
そ
の
原
因
を
見
出
し
た
い
。
そ
れ
は
印
象
の
分
折
で
あ
る
。

個
人
の
印
象
の
原
因
を
つ
き
と
め
る
乙
と
で
あ
る
。
が
、
定
家
の
歌
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
の
有
力
な
手
が
か
り
に
違
い
な
い
。

註
－

定
家
の
生
涯
歌
風
花
関
し
て
は
各
様
の
区
分
が
考
え
ら
れ
る
。
川
田
順
氏
は
四
期
区
分
で
あ
り
、
ω
二
十
才
J

二
十
六
才
〈
千
載
和
歌
集
奏
覧
迄
の
時
期
〉

ω
二
十

七
才
1

四
十
四
才
（
新
古
今
集
奏
覧
迄
の
時
期
〉
ω
四
十
五
才
J

六
十
才
（
承
久
の
乱
迄
の
時
期
〉
帥
六
十
一
才

J

八
十
才
（
残
年
迄
〉
と
し
て
居
ら
れ
る
。
森
直

太
郎
氏
は
三
期
区
分
で
あ
る
。
十
七
才
J

三
十
二
才
（
母
の
残
年
迄
〉

ω
三
十
三
才
J

五
十
五
才
ハ
家
集
成
立
迄
〉

ω
五
十
六
才
J

八
十
才
（
残
年
迄
〉
と
し
て
居

ら
れ
る
。
石
田
吉
貞
氏
の
場
合
は
詠
作
数
の
消
長
、
技
法
上
の
変
化
を
根
拠
と
し
て
、ω十
七
才
J

三
十
五
才
、
ω
三
十
六
才
J

六
十
才
、
ω
六
十
一
才
J

八
十
才
、
の

区
分
を
試
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
中
を
ま
た
分
割
さ
れ
て
い
る
。
近
く
は
久
松
潜
一
氏
の
八
藤
原
定
家
〉
（
日
本
歌
人
講
座
）
に
よ
り
、ω
歌
人
時
代
〈
四
十
五
才
迄
〉
、

ω
歌
論
時
代
（
四
十
五
才
J

六
十
才
）
、
ω
古
典
研
究
、
歌
学
時
代
（
六
十
才
以
後
）
の
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

久
松
潜
一
氏
著
《
中
世
和
歌
史
論
V
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文
脈
に
於
け
る
言
葉
は
漫
然
と
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
文
法
的
に
は
主
述
関
係
、
修
飾
関
係
等
の
機
能
を
持
ち
、
内
容
的
に
は
何
等
か
の
意
味
を
負

う
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

言
葉
は
文
学
者
の
占
有
物
で
は
な
い
。
社
会
現
象
で
あ
る
。
言
葉
が
社
会
に
可
能
的
に
存
在
す
る
場
合
即
ち
特
定
言
語
共
同
体
の
国
語
大
系
の
中
に
或
る
語

が
含
ま
れ
て
い
る
乙
と
は
知
ら
れ
て
い
て
も
、
ま
だ
現
実
に
使
用
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
語
の
意
味
は
多
義
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は

一
義
的
、
或
る
い
は
そ
れ
に
近
い
。
単
純
な
文
、
ま
た
は
認
識
的
文
に
於
て
言
語
は
一
義
的
で
あ
り
、
含
み
の
多
い
文
、
ま
た
は
価
値
的
文
に
於
て
は
一
義
的

で
あ
る
と
ば
か
り
は
云
え
な
い
。
限
定
さ
れ
て
い
る
が
複
義
的
で
あ
っ
た
り
、
意
味
の
方
向
附
け
は
さ
れ
て
い
て
も
多
義
的
で
あ
っ
た
り
す
る
。
文
芸
作
品
の



文
は
後
者
の
種
類
に
属
す
る
。
そ
れ
は
語
が
語
の
対
象
と
同
時
に
話
者
と
の
結
び
附
き
も
ま
た
強
力
で
あ
る
か
ら
だ
。
文
芸
作
品
で
は
十
人
十
色
の
受
け
取
り

方
を
し
た
り
、
甚
し
き
は
作
者
の
意
図
し
な
か
っ
た
事
迄
も
読
者
は
受
け
取
っ
た
り
す
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
そ
れ
程
に
珍
ら
し
く
な
く
、
時
に
は
当
然
の
事

と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
語
と
対
象
と
の
関
係
が
明
確
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
和
歌
に
於
け
る
懸
詞
は
、と
れ
ら
の
中
で
は
、
技
法
と
し
て
伝
統
化
し
て
い
る
故

も
あ
る
が
、
複
義
的
語
の
用
法
の
う
ち
で
も
比
較
的
単
純
な
例
で
あ
る
。

作
風
と
は
そ
の
第
一
段
階
に
於
て
は
読
者
の
印
象
で
あ
る
。
印
象
を
整
理
し
て
そ
れ
が
特
殊
な
も
の
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
受
け
取
る
側
に
原
因
の
多
く
が

あ
る
。
他
者
と
も
共
通
し
得
る
も
の
な
ら
、
そ
の
時
は
作
品
に
内
在
す
る
原
因
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
定
家
の
歌
に
特
有
な
情
緒
的
特
色
の
原
因
と
し

註
－

て
次
の
三
点
が
あ
る
。
ω
言
葉
の
つ
づ
け
が
ら
、
言
葉
の
結
び
つ
き
方
。
ω
句
切
と
体
言
止
。
間
本
歌
取
。
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
仰
の
句
切
は
新
古
今
時
代

の
和
歌
と
共
通
に
定
家
の
場
合
初
句
、
三
句
切
が
多
い
。
体
言
止
と
は
一
般
の
叙
述
文
の
知
く
述
語
で
文
が
終
ら
ず
に
体
言
で
終
る
場
合
を
い
う
。
閣
の
本
歌

取
は
本
と
な
る
歌
の
句
を
幾
つ
か
取
り
こ
れ
を
用
い
て
本
歌
と
は
全
く
異
な
る
歌
を
詠
む
と
と
を
い
う
。
本
歌
と
な
る
か
ら
に
は
当
時
よ
く
知
ら
れ
た
歌
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
既
製
の
歌
を
変
形
す
る
、
既
製
の
情
緒
、
感
動
を
変
形
す
る
、
そ
れ
は
変
形
或
る
い
わ
歪
み
を
通
し
て
し
か
表
現
出
来
な
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い
、
そ
し
て
作
者
が
表
現
し
た
い
情
緒
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
句
切
、
体
言
止
、
本
歌
取
等
は
新
古
今
時
代
の
共
通
現
象
で
あ
る
が
、
石
田
氏
の
詳

MUua
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細
な
研
究
に
よ
れ
ば
定
家
に
於
て
は
正
治
建
仁
期
を
項
点
と
し
な
が
ら
増
減
し
て
い
る
。

今
、
ω
の
言
葉
の
つ
づ
け
が
ら
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

言
葉
は
次
の
三
つ
の
関
係
に
於
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
同
言
葉
と
そ
の
言
葉
の
対
象
と
の
関
係
。一
般
的
に
云
っ
て
「
そ
乙
に
机
が
あ
る
」
と
い
う
文
の
「
机
」

と
い
う
語
は
現
実
の
「
机
」
と
関
連
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
倒
言
葉
と
そ
の
言
葉
を
使
用
す
る
者
と
の
関
係
。
一
般
的
に
い
っ
て
情
動
的
文
の
語
群
は
話
者

の
感
情
と
強
く
関
連
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
納
言
葉
と
言
葉
と
の
関
係
。
接
続
詞
、
助
詞
等
は
乙
の
関
係
に
於
て
の
機
能
を
他
に
比
し
よ
り
多
く
有
し
て
い

る
。
例
制
刷
を
読
者
の
受
け
取
り
方
の
点
よ
り
見
れ
ば
、
同
は
知
的
理
解
、
倒
は
情
緒
的
理
解
、
制
は
文
法
的
理
解
と
い
え
る
。

言
葉
の
機
能
に
つ
い
て
の
諸
論
は
附
仰
の
関
係
を
重
視
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
制
を
機
能
の
面
よ
り
見
れ
ば
文
法
的
機
能
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
が
、

今
乙
の
刷
に
つ
い
て
は
論
外
と
し
て
お
く
。

言
葉
の
機
能
に
つ
い
て
は
二
機
能
説
（
リ
チ
ャ
l

ズ
）
、
三
機
能
説
（
ア
ー
バ
ン
）
等
の
分
類
が
あ
り
、
甚
し
く
はd
・
モ
リ
ス
の
四
元
四
機
能
（
一
六
通



り
の
用
法
分
類
）
な
ど
も
あ
る
。
言
語
は
社
会
現
象
で
あ
る
故
に
目
盛
は
い
く
ら
で
も
細
か
く
な
る
が
、
実
際
問
題
と
し
て
役
立
た
ぬ
な
ら
目
的
論
的
価
値
が

な
い
。
し
か
し
動
物
言
語
と
人
間
の
言
語
を
区
別
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
’
で
あ
り
、
人
間
の
言
語
を
情
動
言
語
と
命
題
言
語
と
に
区
別
す
る
の
は
妥
当
な
こ
と

だ
。
命
題
言
語
は
情
動
言
語
か
ら
の
展
開
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
最
終
段
階
で
は
な
い
。
情
動
言
語
に
は
二
種
の
も
の
が
想
定
し
得
る
。
命
題
言
語
以
前
の
表
出

的
情
動
言
語
、
命
題
言
語
の
崩
れ
た
型
の
情
動
言
語
で
あ
る
。
乙
れ
を
認
め
な
い
と
言
葉
の
意
味
の
変
遷
が
説
明
し
難
い
。
万
葉
、
古
今
、
新
古
今
と
い
う
風

な
歌
風
の
変
遷
を
見
る
と
こ
の
様
に
考
え
た
く
な
る
。
A古
今
和
歌
集
V
と

A新
古
今
和
歌
集
V
を
比
較
す
る
と
、
両
者
と
も
さ
し
て
異
な
る
語
を
用
い
て
い

な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
者
の
方
が
情
緒
的
で
あ
る
。
社
会
的
な
不
安
の
あ
る
時
代
に
は
言
葉
の
概
念
性
に
対
す
る
信
頼
が
稀
薄
に
な
る
。
命
題
言
語
は

崩
壊
し
て
情
動
言
語
と
な
る
。
ま
た
本
歌
取
の
如
く
に
充
分
知
り
つ
く
さ
れ
た
歌
を
変
形
し
て
、
そ
の
歪
曲
に
よ
っ
て
し
か
得
ら
れ
な
い
情
緒
を
求
め
る
。
本

歌
取
も
命
題
言
語
の
崩
壊
と
平
行
現
象
と
し
て
考
え
た
い
。
言
葉
の
歴
史
は
表
出
的
情
動
言
語
、
命
題
言
語
、
命
題
言
語
の
崩
壊
し
た
情
動
言
語
、
の
三
段
階

の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
文
芸
史
の
古
拙
期
、
古
典
期
、
澗
熟
期
の
繰
り
返
し
と
類
似
で
あ
る
。

る
と
か
の
場
合
が
多
い
。
気
分
象
徴
と
云
わ
れ
る
事
が
あ
る
。

定
家
の
和
歌
の
或
る
年
代
の
も
の
は
、
例
え
そ
れ
が
毅
景
歌
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
表
し
て
い
る
対
象
が
外
部
の
自
然
で
な
く
、
感
情
で
あ
る
と
か
気
分
で
あ

註
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『
描
写
が
徹
底
し
て
い
な
い
か
ら
気
分
が
出
る
』
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
事
実
で
あ
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る
が
、
描
写
が
完
全
で
な
い
の
は
技
巧
が
未
熟
な
の
で
は
な
く
、
外
部
の
対
象
に
関
心
が
向
い
て
い
な
い
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
定
家
の
或
る
時
代
は
そ
の
技

巧
が
描
写
に
用
い
ら
れ
ず
、
ま
た
機
知
を
目
的
と
せ
ず
、
専
ら
情
緒
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
内
部
の
惟
界
を
目
的
と
し
て
い
る
。

同
一
の
言
葉
で
も
使
用
さ
れ
方
の
異
い
に
よ
り
、
異
な
る
機
能
を
発
揮
す
る
。
そ
れ
故
文
脈
の
異
な
り
か
ら
、
言
葉
と
表
現
者
、
言
葉
と
対
象
の
関
係
の
異

な
り
を
見
つ
け
出
せ
る
。
同
一
の
言
葉
の
使
用
さ
れ
方
の
異
な
り
、
文
脈
の
違
い
は
状
況
、
主
体
、
主
観
、
対
象
等
の
異
な
り
に
由
来
し
て
い
る
。
和
歌
に
つ

い
て
の
場
合
を
今
少
し
く
わ
し
く
見
れ
ば
、
状
況
と
は
、
贈
答
の
歌
、
歌
合
の
歌
、
練
習
の
歌
、
即
興
の
歌
等
の
場
合
も
指
す
。
ま
た
、
季
の
歌
、
恋
の
歌
に

よ
っ
て
も
語
の
使
用
法
は
当
然
異
な
る
。
少
し
広
い
範
囲
で
考
え
る
と
、
季
節
、
作
者
の
生
活
、
健
康
、
更
に
広
く
見
れ
ば
時
代
等
が
言
葉
の
使
用
を
限
定
し

て
い
る
。
他
方
、
乙
れ
ら
の
外
的
原
因
と
同
時
に
表
現
者
の
内
部
の
世
界
も
使
用
を
限
定
し
て
い
る
。
対
象
と
す
る
言
葉
を
限
定
す
れ
ば
、
言
葉
の
使
用
さ
れ

方
に
よ
り
、
表
現
者
の
内
外
の
世
界
が
判
明
す
る
。

感
情
、
思
想
の
変
化
と
と
も
に
用
語
が
変
る
場
合
が
あ
る
。
反
対
に
感
情
、
思
想
等
が
変
化
し
て
も
、
変
ら
ず
に
使
用
す
る
言
葉
も
あ
る
。
作
者
に
よ
っ
て



は
例
え
ど
ん
な
に
表
現
内
存
を
重
視
し
て
も
、
使
い
な
れ
た
言
葉
、
愛
着
の
あ
る
用
語
を
棄
て
ず
に
使
用
す
る
乙
と
が
あ
る
。
定
家
のA毎
月
抄
V
に
乙
ん
な

記
述
が
あ
る
。

心
詞
の
二
は
た
だ
烏
の
左
右
の
趨
の
ご
と
く
な
る
べ
き
に
こ
そ
と
ぞ
思
ひ
給
へ
侍
り
け
る
。
但
心
詞
の
二
を
と
も
に
か
ね
た
ら
む
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
心
の

か
け
た
ら
む
よ
り
は
、
詞
の
っ
た
な
き
に
こ
そ
侍
ら
め
。
か
や
う
に
は
注
し
申
し
侍
れ
ど
も
、
又
実
に
よ
ろ
し
き
歌
の
姿
と
は
、
い
づ
れ
を
さ
だ
め
申
す
ベ

き
や
ら
む
。

歌
の
姿
と
は
詞
の
つ
づ
け
が
ら
に
よ
り
得
ら
れ
る
。
素
材
と
か
表
現
の
対
象
に
か
か
わ
ら
ず
作
者
は
言
葉
に
よ
っ
て
強
く
縛
ら
れ
、
方
向
附
け
ら
れ
て
い
る
。

A毎
月
抄
V
の
記
述
は
心
を
第
一
と
し
な
が
ら
詞
に
愛
着
を
も
っ
作
者
の
乙
の
心
情
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
新
た
な
事
実
、
刺
戟
が
発
想
の
某
礎
と
な
っ
て

い
て
も
、
反
対
に
言
葉
が
発
想
の
某
礎
と
な
っ
て
い
て
も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
作
者
は
使
い
な
れ
た
語
を
使
用
し
て
し
ま
う
。

『
ゆ
き
の
し
た
く
さ
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
定
家
の
歌
の
中
に
四
例
見
出
せ
る
。
い
づ
れ
も
春
の
歌
で
あ
る
。
三
十
七
才
、
五
十
五
才
、
五
十

九
才
、
六
十
四
才
の
時
の
歌
で
あ
る
。
今
、
先
の
二
例
、
三
十
七
才
建
久
九
年
、
五
十
五
才
建
保
四
年
の
歌
に
つ
い
て
考
え
る
。
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ω
う
ぐ
ひ
す
は
な
け
ど
も
い
ま
だ
ふ
る
さ
と
の
ゆ
き
の
し
た
く
さ
は
る
を
や
は
し
る
（
建
久
九
年
・
仁
和
寺
宮
五
十
首
）

ω
あ
さ
ひ
さ
す
か
す
が
の
を
の
の
を
の
づ
か
ら
ま
ず
あ
ら
は
る
る
雪
の
し
た
く
さ
（
建
保
四
年
・
仙
洞
百
首
）

凡
そ
の
云
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
ω

『
す
で
に
鷲
が
鳴
い
て
い
る
が
、
ま
だ
ふ
る
さ
と
の
雪
の
し
た
く
さ
は
春
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
し
つ
て
は
い

な
い
』
で
あ
り
、

「
ふ
る
」
は
「
古
る
」
「
降
る
」
に
懸
け
ら
れ
て
い
る
。

ω
は
『
ゆ
き
の
し
た
く
さ
』
を
『
あ
さ
ひ
さ
す
か
す
が
の
を
の
』
と
『
を
の
づ
か

ら
ま
づ
あ
ら
は
る
る
』
の
二
つ
の
句
文
が
修
飾
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
『
あ
さ
ひ
の
き
し
て
い
る
春
日
野
の
、
そ
し
て
春
と
も
な
れ
ば
を
の
づ
か
ら
そ
の
姿

を
現
ら
わ
す
雪
の
し
た
く
さ
よ
』
と
な
る
。

す
で
に
明
ら
か
な
如
く
と
の
『
ゆ
き
の
し
た
く
さ
』
の
二
例
の
用
法
ば
異
な
っ
て
い
る
。

ω
は
『
雪
の
し
た
く
さ
は
る
を
や
は
知
る
』

『
雪
の
し
た
く
さ
は

春
を
知
っ
て
い
ょ
う
か
、
知
っ
て
は
い
な
い
』
と
対
象
と
し
て
の
現
実
の
『
ゆ
き
の
し
た
く
さ
』
に
人
間
と
同
じ
感
情
が
あ
る
か
の
如
く
に
扱
っ
て
い
る
。
そ

の
作
者
の
態
度
が
文
と
な
っ
て
い
る
。
乙
の
歌
を
詠
じ
た
頃
の
定
家
は
ま
だ
左
近
少
将
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
地
位
に
つ
い
て
か
ら
十
年
を
経
て
い
る
。
対
象



と
し
て
の
現
実
の
『
ゆ
き
の
し
た
く
さ
』
を
擬
人
化
し
て
い
る
と
も
云
え
る
が
更
に
重
要
な
点
は
自
己
の
投
影
が
為
さ
れ
て
い
る
と
と
だ
。
ま
た
擬
人
化
も
機

知
或
は
知
性
の
働
き
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
感
情
、
情
緒
、
気
分
の
裏
附
け
に
よ
り
為
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
点
に
と
の
歌
が
述
懐
の
歌
に
近
い
印
象

を
与
え
る
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
に
比
し
、

ω
は
春
の
歌
と
し
て
よ
り
素
直
に
受
け
と
れ
る
。
と
れ
ら
は
歌
の
中
で
は
言
葉
の
組
み
合
せ
方
、
用
い
ら
れ
方
の
問

題
に
す
ぎ
ぬ
が
、
歌
と
し
て
詠
ぜ
ら
れ
る
以
前
の
段
階
に
於
て
は
、
定
家
の
表
現
態
度
、
感
情
生
活
に
理
由
が
求
め
ら
れ
る
。ωに
於
け
る
『
ゆ
き
の
し
た
く

さ
』
と
い
う
語
は
、
梢
物
の
『
ゆ
き
の
し
た
く
さ
』
と
対
応
す
る
と
同
時
に
定
家
の
感
情
と
も
対
応
し
て
い
る
。

（
時
）
と
い
も
言
葉
が
あ
る
。
定
家
の
歌
の
中
に
用
例
は
七
十
三
例
あ
る
。
部
類
に
分
け
る
と
春
二
例
、
夏
九
例
、
秋
六
例
、
冬
十
四
例
、
季
合

計
三
十
一
例
、
恋
二
十
例
、
雑
十
六
例
（
旅
四
例
、
無
常
二
例
、
述
懐
一
例
、
山
家
二
例
、
其
他
）
釈
教
五
例
、
賀
一
例
、
以
上
で
あ
る
。
総
計
七
十
三
例
と

『
け
ふ
り
』

な
る
。
開
察
の
対
象
を
限
定
す
る
為
に
、
季
の
歌
に
つ
い
て
の
み
芳
え
る
。
以
下
用
例
を
あ
げ
る
。

討
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ω
ふ
み
わ
く
る
道
と
も
し
ら
ぬ
雪
の
内
に
け
ふ
り
も
た
ゆ
る
冬
の
山
ざ
と
（
初
学
百
首
・
冬
豆
八
審
・
二
十
才
）

d
且
司

ω
さ
ら
で
だ
に
い
ぶ
せ
き
ゃ
と
ぞ
か
や
り
び
に
く
ぷ
る
け
ふ
り
の
た
た
ぬ
よ
も
な
く
（
堀
河
百
首
・
夏
・
一
ニ
四
九
二
番
・
二
十
一
才
）

間
す
み
が
ま
の
や
く
と
つ
ま
き
を
乙
り
つ
め
て
け
ふ
り
に
む
せ
ぷ
を
の
の
里
人
（
同
・
冬
・
三
五
二
九
番
・
同
）

ω
五
月
雨
の
を
や
ま
ぬ
そ
ら
ぞ
も
し
ほ
や
く
う
ら
の
け
ふ
り
の
は
れ
ま
な
り
け
る
（
皇
后
宮
大
輔
百
首
・
夏
・
二
二O番
・
二
十
六
才
）

切
を
の
や
ま
や
や
く
す
み
が
ま
の
け
ふ
り
に
ぞ
ふ
ゆ
た
ち
ぬ
と
は
そ
ら
に
み
え
け
る
（
閑
居
百
首
・
冬
・
三
六
O
番
・
二
・
十
六
才
）

ω
ひ
と
は
す
み
と
許
見
ゆ
る
か
や
り
火
の
け
ふ
り
を
た
の
む
を
ち
の
し
ば
が
き
（
無
動
寺
百
首
・
夏
・
四
＝
二
番
・
二
十
八
才
）

加
す
み
が
ま
の
あ
た
り
を
ぬ
る
み
た
ち
の
ぼ
る
け
ふ
り
や
は
る
を
ま
づ
か
す
む
ら
ん
（
同
・
冬
・
四
六
八
番
・
二
十
八
才
）

側
か
や
り
火
の
け
ふ
り
の
あ
と
や
草
枕
た
ち
な
ん
の
ベ
の
か
た
み
な
る
べ
き
（
重
奉
百
首
・
夏
・
五
＝
二
番
・
二
十
八
才
〉

川
聞
を
の
や
ま
や
み
る
だ
に
ひ
さ
し
あ
さ
ゆ
ふ
に
た
れ
す
み
が
ま
の
け
ふ
り
た
つ
ら
ん
〈
同
・
冬
・
五
六
八
番
・
同
）

側
と
ま
び
さ
し
け
ふ
り
は
た
え
て
ほ
ど
す
ぎ
ぬ
雲
と
浪
と
の
五
月
雨
の
空
（
一
字
百
首
・
夏
・
二
八
一
七
番
・
二
十
九
才
）

ω
な
が
め
や
る
ふ
も
と
の
庵
の
か
や
り
火
の
け
ふ
り
も
す
ず
し
お
ろ
す
山
か
ぜ
（
一
句
百
首
・
夏
・
二
九
三
四
番
・
二
十
九
才ν



間
す
み
が
ま
の
け
ふ
り
の
し
た
に
つ
む
も
の
は
さ
む
き
を
ね
が
ふ
な
げ
き
な
り
け
り
（
同
・
冬
・
二
九
八
七
番
・
同
）

仰
け
ふ
り
さ
へ
め
に
た
つ
け
さ
の
住
居
か
な
木
末
あ
ら
は
に
は
る
る
山
か
ぜ
（
四
十
七
首
歌
・
冬
・
三

O
二
二
番
・
三
十
才
）

幽
か
れ
野
や
く
け
ふ
り
の
し
た
に
た
つ
き
ぎ
す
む
せ
ぷ
も
ひ
や
猶
ま
さ
る
ら
ん
（
十
題
百
首
・
冬
・
七
五
四
番
・
三
十
才
）

的
草
ふ
か
き
し
づ
が
ふ
せ
や
の
か
ば
し
ら
に
い
と
ふ
け
ふ
り
を
た
て
そ
ふ
る
か
な
（
同
・
夏
・
七
七
七
番
・
同
）

聞
け
ふ
り
た
つ
を
ち
の
し
の
や
の
く
ぬ
ぎ
原
そ
の
ふ
し
も
な
く
秋
ぞ
か
な
し
き
（
三
十
三
首
歌
・
秋
・
三
一
五
七
番
・
三
十
一
才
）

間
霜
の
う
へ
の
あ
さ
げ
の
け
ふ
り
た
え
だ
え
に
さ
び
し
さ
な
び
く
を
ち
乙
ち
の
や
ど
（
左
大
将
家
・
冬
・
三
三
二
九
番
・
三
十
四
才
）

胸
色
わ
か
ぬ
秋
の
け
ふ
り
の
さ
び
し
き
は
や
ど
よ
り
を
ち
の
や
ど
に
た
く
柴
（
韻
歌
百
二
十
八
首
・
秋
・
一
五
三
七
番
・
三
十
五
才
）

ω
た
き
す
さ
む
も
し
ほ
の
け
ふ
り
ほ
の
ぼ
の
と
な
び
き
な
び
か
す
秋
の
夕
暮
（
あ
き
は
な
ほ
三
十
首
・
秋
・
三
一
三
四
番
・
三
十
五
才
）

関
浦
風
に
ゃ
く
し
ほ
開
ふ
き
ま
よ
ひ
た
な
び
く
山
の
冬
ぞ
さ
び
し
き
（
千
五
百
番
歌
合
・
冬
・
一

O
六
五
番
・
四
十
才
）

倒
衛
士
の
た
く
け
ふ
り
ば
か
り
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
雲
井
の
月
の
秋
風
の
空
（
南
無
妙
十
三
首
・
秋
・
三
一
九
四
番
・
四
十
四
才
以
前
）
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側
浦
に
た
く
藻
塩
の
仙
川
立
ち
わ
か
れ
霞
の
な
み
に
帰
る
か
り
が
ね
（
賀
茂
別
冨
社
歌
合
・
春
・
四

O

一
O
番
・
四
十
六
才
）

倒
た
び
衣
ま
だ
ひ
と
へ
な
る
ゆ
ふ
ぎ
り
に
け
ふ
り
ふ
き
や
る
す
ま
の
う
ら
風
（
内
裏
百
首
・
秋
・
一
二
三
三
番
・
五
十
三
才
）

ω
あ
と
も
な
き
す
ゑ
の
の
竹
の
ゆ
き
を
れ
に
か
す
む
や
け
ふ
り
人
は
す
み
け
り
（
冬
・
二
三
四
四
番
・
五
十
五
才
）

制
た
れ
か
す
む
は
や
ま
が
し
た
の
秋
風
に
け
ふ
り
と
は
る
る
み
ち
も
か
す
か
に
（
韻
字
六
十
四
首
・
秋
・
二
四
四
六
番
・
五
十
六
才
）

側
あ
さ
ぼ
ら
け
夜
ど
こ
の
し
も
の
い
さ
と
ざ
に
け
ふ
り
を
い
そ
ぐ
冬
の
山
が
つ
（
四
季
題
百
首
・
冬
・
三
三
二
一
番
・
五
十
九
才
）

例
制
は
げ
し
さ
に
し
ほ
や
の
け
ふ
り
た
ち
か
ね
て
む
ら
雲
な
び
く
冬
の
う
ら
か
ぜ
（
同
・
同
・
三
三
四
一
番
・
同
）

側
夏
山
の
松
の
け
ふ
り
に
ゐ
る
雲
の
五
月
雨
な
が
ら
は
る
る
ま
も
な
し
（
同
・
夏
・
三
三
五
九
番
・
同
）

側
捕
に
に
た
つ
藻
し
ほ
の
け
ふ
り
し
た
ふ
ら
し
か
す
み
す
て
た
る
は
る
の
ゆ
く
て
を
（
春
・
ニ

O
八
四
番
・
六
十
才
）

州
側
く
に
と
め
る
民
の
け
ふ
り
の
ほ
ど
み
え
て
雲
ま
の
山
に
か
す
む
す
み
が
ま
（
女
御
入
内
御
扉
風
歌
・
冬
二

O
二
O
番
・
六
十
八
才
）

制
乙
が
る
と
て
け
ふ
り
も
み
え
し
時
し
ら
ぬ
竹
の
は
や
ま
の
お
く
の
か
や
り
火
（
藤
川
百
首
・
夏
・
三
五
八
六
番
・
不
明
）



以
上
の
三
十
一
例
で
あ
る
。
側
の
八
藤
川
百
首V
は
定
家
の
作
品
と
し
て
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
確
実
な
年
代
が
不
明
で
あ
る
故
、
除
く
。

『
け
ふ
り
』
の
用
法
に
関
し
て
他
と
区
別
さ
れ
る
一
群
は
細
川
町
制
舗
の
四
例
で
あ
る
。
倒
も
こ
れ
に
準
じ
て
考
え
得
る
が
、
今
は
よ
り
年
代
を
明
確
に
区
別
し

得
る
四
例
に
の
み
を
他
か
ら
区
別
す
る
。
働
問
細
川
仰
の
四
例
は
年
令
的
に
は
い
づ
れ
も
三
十
台
の
歌
で
あ
る
。

「
か
な
し
」
「
さ
び
し
」
の
感
情
の
原
因
と
し

て
『
煙
』
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
『
け
ふ
り
』
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

『
け
ふ
り
』
と
い
う
言
葉
は
現
実
の
『
煙
』
と
作
者
の
感
情
と
に
対
応
し
て
い
る
。

乙
れ
ら
の
歌
は
我
々
の
感
受
性
に
、
添
景
物
で
あ
る
現
実
の
『
煙
』
を
印
象
附
け
同
時
に
作
者
の
感
情
を
も
伝
え
て
く
る
。
美
学
的
な
立
場
か
ら
は
感
情
移
入

の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
展
開
は
さ
け
た
い
。
な
お
、
季
の
歌
の
み
を
対
象
と
し
た
が
、
恋
に
於
け
る
『
け
ふ
り
』
の
年
令
的
分
布

は
略
平
行
し
て
い
る
。

情
緒
的
表
現
と
は
、
例
え
ば
描
写
の
場
合
に
桃
山
て
も
文
脈
中
の
語
が
描
写
の
対
象
と
対
応
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
作
者
の
感
情
と
対
応
し
、
し
か
も
そ
の

度
合
が
強
い
場
合
を
云
う
。
そ
れ
ら
の
文
脈
に
我
々
が
ふ
れ
る
時
、
我
々
は
語
を
媒
介
と
し
て
描
写
の
対
象
を
理
解
す
る
が
、
同
時
に
作
者
の
感
情
を
も
理
解

す
る
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
る
。
描
写
の
対
象
を
再
現
す
る
に
あ
た
り
作
者
の
持
っ
た
気
分
と
か
情
緒
と
極
め
て
近
い
心
の
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ-56-

の
様
な
効
果
を
持
っ
た
歌
が
定
家
の
三
十
台
か
ら
四
十
台
初
期
に
か
け
て
の
歌
に
多
い
。
素
朴
な
印
象
と
し
て
は
、
ζ

の
期
の
定
家
の
歌
は
そ
れ
以
前
以
後
と

異
な
る
。
こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
定
家
及
び
定
家
周
辺
の
諸
事
実
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
繰
返
す
と
次
の
如
く
な
る
。
ω
三
十
才
以
前
の
約
十
年
間
、
激
し
い

社
会
変
動
の
中
で
詠
作
を
修
練
し
、
そ
の
精
進
に
よ
り
確
実
な
技
法
を
得
て
い
た
。
ω
三
十
台
の
末
迄
は
社
会
、
経
済
、
健
康
各
方
面
に
恵
ま
れ
る
乙
と
が
少

な
か
っ
た
。
防
詠
作
の
行
為
自
体
に
は
何
の
疑
い
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
川
問
詠
作
の
機
会
に
は
九
条
家
を
中
心
と
し
て
か
な
り
恵
ま
れ
て
い
た
。ω母
の
死

に
接
し
現
実
感
情
と
詠
作
と
が
結
び
つ
い
た
。
以
上
の
諸
点
は
歌
風
の
変
遷
と
相
関
関
係
が
あ
る
と
仮
定
し
た
い
。
三
十
台
よ
り
四
十
台
初
期
に
か
け
て
の
定

家
の
歌
風
を
方
向
附
け
て
い
た
と
考
え
る
。

2 

久
松
潜
一
氏
著
《
中
世
和
歌
史
論V

石
田
吉
貞
氏
著
《
藤
原
定
家
の
研
究
》

折
口
信
夫
氏
著
《
新
古
今
前
後V

註
－3 



4 

番
号
は
全
て
冷
泉
為
臣
氏
編
《
藤
原
定
家
全
歌
集
》
に
よ
る
。

結

話
一
一

以
上
定
家
の
価
値
観
と
歌
風
、
そ
れ
ら
の
変
遷
に
つ
い
て
の
概
略
を
記
し
た
。
歌
風
に
つ
い
て
附
言
す
れ
ば
、
他
の
幾
つ
か
の
語
例
に
於
て
も
、
年
代
的
に

多
少
の
出
入
こ
そ
あ
れ
、
略
同
様
の
結
果
ぞ
得
た
。
区
分
と
な
る
点
は
、
明
確
な
も
の
で
は
な
い
が
、
第
一
の
区
分
点
は
、
文
治
末
よ
り
建
久
初
期
の
多
作
期

第
二
の
区
分
点
は
承
元
の
寡
作
期
で
あ
る
。
語
の
用
法
と
い
う
点
よ
り
見
た
場
合
、乙
れ
ら
を
区
分
点
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
伝
統
、
環
境
、
価
値
観
は

そ
れ
ぞ
れ
関
連
が
あ
り
、
和
歌
を
中
心
と
し
た
場
合
、
詠
作
、
歌
風
の
変
遷
は
そ
れ
ら
の
結
果
で
あ
る
。
第
一
の
歌
風
の
変
化
は
歌
の
修
練
及
び
母
の
死
を
因

と
す
る
実
作
と
現
実
感
情
の
結
合
を
原
因
と
し
て
考
え
た
い
。
第
二
の
歌
風
の
変
化
の
原
因
は
、
父
俊
成
の
業
積
と
関
連
す
る
が
、
家
跡
を
継
ぎ
得
た
か
否
か

の
点
に
対
す
る
定
家
の
判
断
と
結
び
つ
け
て
考
え
た
い
。
晩
年
の
定
家
は
詠
作
の
目
的
論
的
価
値
を
夫
な
い
、
ま
た
行
為
の
価
値
を
も
喪
失
し
て
い
る
。
乙
の

期
で
は
同
時
に
感
情
が
衰
え
観
念
化
し
た
乙
と
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
乙
れ
ら
二
つ
の
期
の
区
分
点
が
一
方
は
多
作
の
時
期
、
他
は
寡
作
の
時
期
に
置
か

れ
る
点
注
意
さ
れ
る
。
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